
災害発生
IX/データセンターの場合

2011/07/22

日本インターネットエクスチェンジ株式会社

石田慶樹

VIOPS-6 Workshop



東北地方太平洋沖地震

東京都内の状況

•震度：5強の本震と５弱の余震

• インフラの状況

•電力：都心部では長時間の停電発生せず

•交通：JRは終日停止，私鉄は夜間一部再開

•通信網：無線有線とも回線交換網で輻輳

2011/3/11 14時46分18 三陸沖を震源



JPIXのトラヒック状況(36時間)



JPIXのトラヒック状況(1カ月)

80

90

100

110

120

130

140

150

160

2
/
2
6

2
/
2
7

2
/
2
8

3
/
1

3
/
2

3
/
3

3
/
4

3
/
5

3
/
6

3
/
7

3
/
8

3
/
9

3
/
1
0

3
/
1
1

3
/
1
2

3
/
1
3

3
/
1
4

3
/
1
5

3
/
1
6

3
/
1
7

3
/
1
8

3
/
1
9

3
/
2
0

3
/
2
1

3
/
2
2

3
/
2
3

3
/
2
4

3
/
2
5

G
b
p
s

MAX

AVG

震災当日



地震の影響

•都心部においてはIX/デー
タセンターにおける被害は
比較的軽微

被害
状況

•パッチケーブルの緩み

•光ファイバの特性劣化
影響



データセンターの地震対策

対策

•機材
⇒免震化＋災害を考慮した機材の設置

•エネルギー
⇒UPS+自家発電＋燃料の安定供給

•回線
⇒冗長化(ダイバーシティ)

•人的資源
⇒BCPの策定と必要な資源の準備



データセンターの地震対策

耐震・制震・免震構造

Copyright(c) 2011 Japan Internet Exchange Co., Ltd. All rights reserved.

耐震構造 制震構造 免震構造

データセンタービルの
免震構造化

http://www.janog.gr.jp/meeting/janog16/data/1-3_Ishii.pdf を参考

アイソレータ
（高減衰積層ゴム）



データセンターの地震対策

Copyright(c) 2011 Japan Internet Exchange Co., Ltd. All rights reserved.

http://www.menshin.biz/kiki/tgs.html より

•耐震ビル＋床免震



重大な影響は地震後に

計画停電

•計画停電への対応

•エリアの確認

• UPSの状況／UPSの適用範囲

•発電機のスタンバイ状況

•燃料の確保

•計画停電の影響

•運用要員の確保



中長期的な対応

IXは

•分散の重要性

•東京だけではSPoF

•名古屋・大阪へのさらなる分散化

データセンターは

•耐災害性の強化

•分散化



分散化・冗長化のために
IXについて

• IXPは名古屋・大阪等に設備を設置済

• 東京(大手町)と同規模の設備の設置に当たって
は～5億円程度の投資が発生

• 新規のロケーションの検討

データセンターについて

• 名古屋・大阪に限らず主要都市にはデータセンター
は存在

• 名古屋・大阪のデータセンターはBCPのためにすで
に売切れとも




